
平成年月日 火曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

三
三
二

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

五

七

三
三
三

〃

七

四

三
三
四

〃

一
〇

二

三
三
五

更
生
保
護
法
第
五
十
一
条
第

二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
医

学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社

会
学
そ
の
他
の
専
門
的
知
識

に
基
づ
く
特
定
の
犯
罪
的
傾

向
を
改
善
す
る
た
め
の
体
系

化
さ
れ
た
手
順
に
よ
る
処
遇

と
し
て
定
め
る
も
の
を
告
示

す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
一

一

三
三
六

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
三

三

三
三
七

〃

一
四

四

三
三
八

三
三
九

除
籍
が
滅
失
し
た
件

一
八

一

三
四
〇

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

一
八

二

三
四
一

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

一
八

二

三
四
二

公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
件

一
八

二

三
四
三

三
四
七

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定

す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
一
号
ト
の
規

定
に
よ
る
技
能
実
習
を
監
理

す
る
団
体
及
び
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め

る
省
令
の
表
の
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項

の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九

号
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習

を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
九
155

四

三
四
八

三
五
〇

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定

す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
一
号
ト
の
規

定
に
基
づ
き
監
理
団
体
を
定

め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二

号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の

表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表

の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第

一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項

の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
九
155

七

三
五
一

三
五
四

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

二
〇

四

三
五
五

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
特
定
外
国
法

を
指
定
し
た
件

二
〇

五

三
五
六

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
一

三

三
五
七

〃

二
四

一

三
五
八

〃

二
七

二

三
五
九

〃

二
八

一

三
六
〇

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
高

度
専
門
職
の
項
の
下
欄
の
基

準
を
定
め
る
省
令
第
一
条
第

一
項
各
号
の
表
の
特
別
加
算

の
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
務

大
臣
が
定
め
る
法
律
の
規
定

等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
一
166

〇
法
務
省
、
厚
生
労
働
省

六

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正

な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の

保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
別
表
第
一
第
七
号
及
び
別

表
第
二
第
八
号
の
規
定
に
基

づ
き
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
試
験
等

一
四
152

〇
外

務

省

二
二
八

モ
ル
ド
バ
共
和
国
政
府
に
対

す
る
贈
与
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
モ
ル
ド
バ
共
和
国
政

府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に

関
す
る
件

三

二

二
二
九

イ
レ

ク
ア
ン
バ
間
道
路
橋

梁
整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与

に
関
す
る
取
極
の
修
正
に
関

す
る
日
本
国
政
府
と
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
共
和
国
政
府
と
の
間

の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

四

三

二
三
〇

第
二
次
ル
サ
カ
郡
病
院
整
備

計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す

る
日
本
国
政
府
と
ザ
ン
ビ
ア

共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡

の
交
換
に
関
す
る
件

四

三

二
三
一

人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和

国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交

換
に
関
す
る
件

四

三

二
三
二

人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政

府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に

関
す
る
件

四

三

二
三
三

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す

る
二
重
課
税
の
除
去
並
び
に

脱
税
及
び
租
税
回
避
の
防
止

の
た
め
の
日
本
国
と
ラ
ト
ビ

ア
共
和
国
と
の
間
の
条
約
の

効
力
発
生
に
関
す
る
件

五
144
五
三

二
三
四

深
刻
な
干
ば
つ
又
は
砂
漠
化

に
直
面
す
る
国
（
特
に
ア
フ

リ
カ
の
国
）
に
お
い
て
砂
漠

化
に
対
処
す
る
た
め
の
国
際

連
合
条
約
へ
の
締
約
国
の
追

加
に
関
す
る
件

六

一

二
三
五

国
際
貿
易
の
対
象
と
な
る
特

定
の
有
害
な
化
学
物
質
及
び

駆
除
剤
に
つ
い
て
の
事
前
の

か
つ
情
報
に
基
づ
く
同
意
の

手
続
に
関
す
る
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
条
約
へ
の
締
約
国
の
追
加

に
関
す
る
件

六

一

二
三
六

残
留
性
有
機
汚
染
物
質
に
関

す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約

へ
の
締
約
国
の
追
加
に
関
す

る
件

六

二

二
三
七

有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え

る
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規

制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約

へ
の
締
約
国
の
追
加
に
関
す

る
件

六

二

二
三
八

租
税
に
関
す
る
相
互
行
政
支

援
に
関
す
る
条
約
及
び
租
税

に
関
す
る
相
互
行
政
支
援
に

関
す
る
条
約
を
改
正
す
る
議

定
書
の
レ
バ
ノ
ン
共
和
国
及

び
ク
ッ
ク
諸
島
に
よ
る
批
准

に
関
す
る
件

七

五

二
三
九

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
に
基
づ
く
資
産
凍
結
等

の
措
置
の
対
象
と
な
る
タ
リ

バ
ー
ン
関
係
者
等
を
指
定
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

七
146
四
六

二
四
〇

原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補

償
に
関
す
る
条
約
へ
の
ガ
ー

ナ
共
和
国
の
加
入
に
関
す
る

件

一
〇

二


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